
南丹市議会議員一般選挙公報
平成30年2月11日執行 （1/4）
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その一票　未来は君の　手の中に。
裏面もご覧下さい

昭
和
43
年
7
月
19
日
生
ま
れ（
49
才
）

前
日
吉
町
議
会
議
員

元
社
団
法
人
船
井
青
年
会
議
所
理
事

仲村まなぶ
プロフィール

仲
村
ま
な
ぶ

む
ら

な
か

声を市政へ　思いを現実に

日
吉
町
観
光
協
会
監
事・南
丹
市
議
会
副
議
長

南
丹
市
消
防
団
員
部
長・南
丹
市
体
育
協
会
理
事

推せん

佐々木稔納

片 山 誠 治

南丹市長
山 田 啓 二
京都府知事

京都府議会議員
田 中 英 之
衆議院議員

◆
I
C
カ
ー
ド
乗
車
券

　（I
C
O
C
A・P
i
T
a
P
a
な
ど
）

対
応
改
札
機
の
市
内
全
設
置

◆
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る幼児

教
育・保
育
の
充
実

◆
安
心
で
き
る
医
療・介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

◆
高
齢
者・障
害
者
の
方
々
が

　安
心
し
て
暮
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス

（
見
守
り
シ
ス
テ
ム
な
ど
）の
充
実

◆
小
学
校
跡
地
活
用
計
画
の
推
進

◆
人
命・財
産
を
守
る
防
災
対
策
の
充
実

◆
道
路
維
持
管
理

　（修
繕・除
雪・草
刈・倒
木・

ポ
イ
捨
て
な
ど
）の
強
化

◆
環
境
を
壊
す
不
法
投
棄
の
監
視
強
化

◆
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
充
実
強
化

◆
耕
作
放
棄
地
の
再
生・有
効
活
用

◆
議
会
改
革（
定
数・報
酬・市
長
、市
議
の

同
日
選
挙・選
挙
時
期
な
ど
）の
推
進

投票日には仲村まなぶをよろしくお願い申し上げます。

今
西
も
と
ら
ず

ご
あ
い
さ
つ

私
は
長
年
の
行
政
経
験
と
、
二
期
に
わ
た
る

市
会
議
員
の
活
動
を
最
大
限
発
揮
し
、
先
輩
諸

氏
の
築
か
れ
た
基
盤
を
大
切
に
し
て
市
政
発
展

の
た
め
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の

ご
支
援
と
ご
支
持
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
代
弁
者
と
し
て

　
　私
が
主
張
し
た
い
こ
と

一
、
人
々
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
せ
る
ま
ち
づ

く
り

一
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

一
、
生
活
基
盤
を
調
え
、
若
人
が
定
住
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

一
、
高
齢
者
の
福
祉
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

一
、
地
域
産
業
の
振
興
を
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り

主な経歴
◆
元
園
部
町
助
役

◆
南
丹
市
議
会
議
員

◆
南
丹
市
監
査
委
員

◆
龍
穏
寺
総
代

◆
第
七
教
区
護
持
会
副
会
長

私達も推せん
　　　 しています

今西もとらず後援会
摩気地区有志一同

経験と情熱を市政に反映

山下あきのりプロフィール
1956年生まれ、京丹波町（旧瑞穂町）出身。
須知高校、立命館大学卒。
瑞穂町、園部町、京都府町村会職員を経て、
平成22年2月から南丹市議会議員。
【現在の役職】南丹市国際交流協会理事、
　　　　　　Nantan健歩会代表、行政書士。
【主な役歴】園部幼稚園、園部小学校、園部第二
　　　　　小学校、園部高校の各PTA本部役員。
　　　　　小山西町区副区長、会計。
【主な活動】園部第二小読み語りボランティア、
　　　　　通学見守りボランティア、
　　　　　南丹市社会福祉協議
　　　　　会災害ボランティア。

●
都
市
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
Ｉ
タ
ー
ン
の
促

進
で
、
定
住
人
口
増
を
進
め
ま
す
。

●
増
え
る
入
所
希
望
や
病
児
・
病
後
児
保
育
な
ど
へ

の
対
応
と
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
活
動
で

き
る
保
育
所
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
教
育
環
境
の
充
実
と
通
学
の
安
全
確
保
を
図
り
、

子
育
て
世
代
の
定
住
を
進
め
ま
す
。

●
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

交
通
の
確
保
な
ど
地
域
福
祉
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

●
女
性
の
起
業
へ
の
支
援
や
政
策
決
定
へ
の
参
画
を

進
め
、
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

●
市
内
の
大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
大
学
と
地

域
が
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
J
R
山
陰
線
園
部
駅
〜
胡
麻
駅
間
の
利
便
性
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

私
の
主
張

山
下
あ
き
の
り

や
ま

し
た

を　　 に な まちに！声 元気力力ち
か
ら

ち
か
ら

カフェ あきのり
ブログ配信中

山下秋則
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投票が　我が町変える　第一歩
裏面もご覧下さい

塩
貝
たかゆき

しおがい

推
せ
ん

京
都
府
議
会
議
員

片
山

　誠
治

未
来
を
担
う
責
任
世
代
の
代
表
と
し
て
、既
存
の
し
が
ら
み
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、住
民
の
皆
様
の
利
益
を
第
一
に
考
え
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
。市
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、皆
様
の
身
近
な
声
を
市
政
へと
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

●
市
民
目
線
で
し
が
ら
み
に

　と
ら
わ
れ
る
事
の
な
い
発
言
力
と
実
行
力

目
先
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、10
年
先
20
年
先
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
、今
必
要
な
事
と
そ
う
で
な
い
事
を
明
確
化
し
、街
の

未
来
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。高
齢
化
の
進
む
議

会
運
営
に
歯
止
め
か
け
、老
若
男
女
の
声
を
す
く
い
上
げ
る
人
材

と
し
て
積
極
果
敢
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、若
者
も
参
加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

市
内
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
観
光
資
源
が
眠
っ
て
い

ま
す
。現
在
は
一
極
集
中
し
て
い
る
観
光
客
を
線
で
結
び
、観
光
と

文
化
の
融
合
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ
し
更
な
る
観
光
文
化
都
市
を
目
指
す

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
交
通
弱
者
問
題
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。南
丹
市
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
、交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

●
新
た
な
交
通
網
の
整
備
を
模
索
し
、地
域
間
格
差
を
解
消
す
る

単
純
な
価
格
競
争
の
み
で
は
市
外
業
者
が
受
注
し
た
り
下
請

け
を
し
た
り
の
現
状
で
す
。市
外
業
者
で
あ
れ
ば
納
税
や
消
費
に

お
い
て
も
南
丹
市
で
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。安
さ
の
み
で

判
断
す
る
の
で
は
な
く
市
へ
の
貢
献
度
や
納
税
、消
費
を
考
え
た

発
注
を
し
、市
内
業
者
を
よ
り
強
固
に
育
て
る
事
が
将
来
の
南
丹

市
に
と
っ
て
必
要
な
事
だ
と
考
え
ま
す
。

●
公
共
入
札
制
度
の
革
新

度
重
な
る
異
常
気
象
に
よ
り
今
ま
で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
災

害
が
全
国
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。南
丹
市
に
お
い
て
も
例
外
な

く
、様
々
な
災
害
に
お
け
る
対
応
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。多
く
の
担
い
は
消
防
団
に
課
さ
れ
ま
す
が
、若
年
層
の
減
少

に
よ
り
団
員
の
確
保
も
厳
し
い
現
状
で
す
。組
織
の
枠
組
み
や
待

遇
な
ど
通
例
や
過
去
に
と
ら
わ
れ
る
事
な
く
、市
民
の
安
心
安
全

の
為
に
改
革
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
防
災
力
の
強
化

プロフィール
1971年　園部に生まれる（46歳）　
　　　　 園部高等学校卒（生徒会長を経験）
　　　　 中学高校共にバレーボール部主将
2002年　有限会社塩貝工業創立（建設業）
2007年　京都府商工会青年部連合会　会長就任
2008年　南丹市商工会青年部　部長就任
2009年　（社）船井青年会議所　理事長就任
2014年　南丹市消防団園部支団小山西町班　班長就任
2016年　南丹市消防団園部支団　副分団長就任
2017年　大堰川漁業共同組合　理事就任

ゼロからのゼロからの
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あなただけ　あなたの投票　できる人
裏面もご覧下さい

私
は
、
「
地
域
を
元
気
に
す
る
」
そ
し
て
「
南

丹
市
を
元
気
に
す
る
」
た
め
、
次
の
政
策
を
全
力

で
推
進
し
ま
す
。

　
●
治
水
対
策
の
着
実
な
推
進

園
部
大
橋
付
近
か
ら
上
流
の
河
川
整
備
の
早
期
実
施
や
内
水
対

策
を
推
進
す
る
な
ど
、
着
実
な
治
水
対
策
の
推
進

●
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む

地
域
に
根
付
く
行
事
や
文
化
・
伝
統
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
を

育
む
風
土
づ
く
り

●
地
域
で
住
み
続
け
ら
れ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
活
動
し
、
談
話
が
で
き

る
居
場
所
づ
く
り

●
地
域
文
化
の
継
承
と
興
隆

地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
伝
統
行
事
の

継
続
と
発
展
施
策
の
推
進
、
な
ら
び
に
地
域
間
交
流
の
実
施

●
地
域
農
業
の
継
続
と
発
展

農
業
経
営
の
安
定
化
と
地
域
農
業
の
担
い
手
の
確
保
、
獣
害
対

策
の
充
実
、
地
産
地
消
の
推
進

●
地
域
の
自
然
環
境
保
全
と
安
心
安
全
な
住
環
境
の
維
持
・
改
善

里
山
、
農
地
、
水
路
等
の
自
然
環
境
の
保
全
並
び
に
安
心
安
全

な
住
環
境
の
維
持
・
改
善
施
策
の
推
進

き

む
　ら

木
村
ひ
ろ
し

地域を元気にする

◆推せん◆

私のプロフィール

横 田 区 有 志
黒 田 区 有 志
衆 議 院 議 員　田中　英之
京都府議会議員　片山　誠治
南丹市議会議員　森　　爲次
南丹市議会議員　野中　一秀

園部高校、京都大学経済学部卒業
京都市役所在職36年
衆議院議員田中英之京都事務所所長
南丹市農業委員
（農）黒田営農組合総務
園部高校ＰＴＡ会長
園部町消防団分団長

谷
尻
ま
さ
し

私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

絆
を
紡
ぐ
ま
ち
づ
く
り
。

片
山
　誠
治

推せん者

佐
々
木
稔
納

京
都
府
議
会
議
員

南

丹

市

長

本

町

区

有

志

つ
む

50才

市
内
の
中
小
企
業
や
事
業
者
が
成
長
す
る
た
め
の
有
効
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
、
地
域
経
済
の
振
興
と
、
雇
用
創
出

に
奮
闘
し
ま
す
！

「
働
き
た
い
」ま
ち
へ

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
！

南
丹
市
全
体
の
発
展
の
た
め
に
、
人
が
集
う
、
賑
わ
い
の
あ
る

「
ま
ち
な
か
」
を
目
指
し
、
住
民
の
代
表
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り

の
思
い
を
行
政
に
届
け
ま
す
！

「
便
利
で
元
気
な
」ま
ち
へ

防
犯
・
防
災
に
優
れ
た
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
、
子
ど
も
達
が

安
全
に
成
長
で
き
る
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
尽
力
し
ま
す
！

「
住
み
続
け
た
い
」ま
ち
へ

住
民
が
安
心
で
き
る
ま
ち
を
築
き
ま
す
！

住
民
主
導
で
ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
を
！
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君の意思　たくして未来　創る票
裏面もご覧下さい

投票所一覧
	 投票区	 投票所	 投票区の区域等
	 第1区	 南丹市園部公民館	 宮町、上本町、本町、若松町、美園町、上木崎町、河原町
	 第2区	 小桜町公民館	 小桜町、城南町
	 第3区	 ＜専＞京都建築大学校	 小山西町、栄町
	 第4区	 新町区公民館	 新町、小山東町
	 第5区	 南丹市立園部中学校	 横田、黒田、京都太陽の園、こひつじの苑
	 第6区	 南丹市園部スポーツセンター	 木崎町、内林町、瓜生野、千妻、曽我谷、長生園
	 第7区	 新堂区公民館	 新堂、熊崎
	 第8区	 (旧)南丹市立川辺小学校	 船岡、高屋、大戸、熊原、佐切、越方
	 第9区	 南丹市園部仁江文化センター	 仁江、船阪
	 第10区	 竹井公民館	 竹井
	 第11区	 (旧)南丹市立摩気小学校	 大西、宍人
	 第12区	 口人区公民館	 半田、口人、口司
	 第13区	 (旧)南丹市立西本梅小学校	 埴生、南八田、あけぼの学園
	 第14区	 天引区公民館	 天引
	 第15区	 大河内公民館	 法京、大河内
	 第16区	 若森区公民館	 殿谷、南大谷、若森
	 第17区	 南丹市役所八木支所	 本町1丁目、栄町1丁目・2丁目、垣内、京都中部総合医療センター
	 第18区	 南丹市八木防災センター	 本町2丁目・3丁目・4丁目・5丁目・6丁目、栄町3丁目
	 第19区	 南丹市立八木西小学校	 本郷東、本郷西、本郷南、本郷北
	 第20区	 青戸公民館	 青戸、屋賀上
	 第21区	 西田公民館	 西田、井ノ尻、ヴィラ多国山
	 第22区	 南丹市八木東部文化センター	 観音寺、屋賀、北屋賀
	 第23区	 氷所コミュニティセンター	 氷所
	 第24区	 日置会議所	 日置
	 第25区	 北広瀬区公民館	 刑部、北広瀬
	 第26区	 南丹市八木北地区自治振興会館	 船枝、室橋、諸畑、ラポール八木
	 第27区	 山室ふれあいセンター	 山室
	 第28区	 野条公民館	 野条、池上
	 第29区	 南丹市八木西地区自治振興会館	 鳥羽、玉ノ井、八木嶋の一部（新町、片原、町田）
	 第30区	 室河原公民館	 美里、室河原、木原、池ノ内
	 第31区	 南広瀬公民館	 大薮、折戸、南広瀬、柴山、八木嶋（第29区に属する区域を除く）、あけぼの学園
	 第32区	 南丹市八木神吉地区自治振興会館	 神吉上、神吉下、神吉和田
	 第33区	 南丹市日吉胡麻基幹集落センター	 西胡麻、上胡麻広野
	 第34区	 上胡麻区会議所	 上胡麻（広野を除く）

	 投票区	 投票所	 投票区の区域等
	 第35区	 東胡麻区会議所	 東胡麻、はぎの里
	 第36区	 畑郷区会議所	 畑郷
	 第37区	 南丹市日吉はーとぴあ	 保野田、殿田尾崎及び尾崎旭山飛び地、東雲
	 第38区	 志和賀区会議所	 志和賀
	 第39区	 佐々江生活改善センター	 佐々江
	 第40区	 四ツ谷生活改善センター	 四ツ谷
	 第41区	 南丹市日吉興風交流センター	 興風、彰徳
	 第42区	 新シ会議所	 和田、新シ
	 第43区	 片野生活改善センター	 片野、片野団地
	 第44区	 南丹市殿田活力倍増センター	 殿田（第37区に属する区域を除く）	
	 第45区	 木住集会所	 木住
	 第46区	 生畑生活改善センター	 生畑
	 第47区	 中世木公民館	 中世木
	 第48区	 北集落センター	 南、北	 【午後7時に閉鎖】
	 第49区	 知井振興センター	 中、河内谷、下	 【午後7時に閉鎖】
	 第50区	 知見公民館	 知見	 【午後6時に閉鎖】
	 第51区	 江和集落センター	 江和	 【午後6時に閉鎖】
	 第52区	 田歌集落センター	 田歌	 【午後6時に閉鎖】
	 第53区	 芦生公民館	 芦生	 【午後6時に閉鎖】
	 第54区	 佐々里公民館	 白石、佐々里	 【午後6時に閉鎖】
	 第55区	 内久保公民館	 荒倉、大内、内久保
	 第56区	 南丹市美山保健福祉センター	 上平屋、安掛、野添、長尾、深見
	 第57区	 下平屋集落センター	 又林、下平屋
	 第58区	 板橋公民館	 原、板橋
	 第59区	 宮脇公民館	 宮脇、下吉田
	 第60区	 南丹市役所美山支所	 島、長谷、上司、和泉、静原
	 第61区	 高野公民館	 高野	
	 第62区	 南丹市林業者等健康管理センター	 鶴ケ岡	 【午後7時に閉鎖】
	 第63区	 豊郷公民館	 豊郷	 【午後6時に閉鎖】
	 第64区	 盛郷公民館	 盛郷	 【午後7時に閉鎖】
	 第65区	 福居公民館	 福居	 【午後6時に閉鎖】
	 第66区	 大野地域総合サービスセンター	 萱野、大野
	 第67区	 岩江戸担い手センター	 三埜
	 第68区	 小渕集落農事集会所	 肱谷、小渕、樫原、向山、音海	 【午後7時に閉鎖】

南丹市議会議員一般選挙
南丹市の未来を決める大切な選挙です。

みんなで投票、きれいな選挙

この選挙公報は、候補者から提出された原稿をそのまま写真製版したものです。


